
与
し
て
い
た
医
師
で
あ
っ
た
。
な
お
、
地
元
富
山
か
ら
金
沢
と
関

係
な
く
任
用
さ
れ
た
の
は
、
織
田
秀
教
（
長
崎
医
学
校
）
、
赤
祖
父
義

正
（
大
阪
適
塾
・
長
崎
医
学
所
）
、
楠
香
居
（
京
都
時
習
堂
）
の
三
名

正
（
大
阪
適
塾
・
長
崎
医

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
金
沢
大
学
医
学
部
）

中
国
古
代
の
墳
墓
が
発
掘
さ
れ
て
、
古
代
文
献
が
大
量
に
発
見

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
帛
及
び
木
簡
に
記
さ
れ
た
、
導
引
図
と
名
付

け
ら
れ
た
絵
図
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
多
く
は
裸
、
裸
足

で
中
国
古
代
伝
統
の
運
動
範
式
を
物
語
る
男
女
四
十
四
型
の
導
引

動
作
が
描
か
れ
て
お
り
、
学
界
の
注
目
を
ひ
い
た
。

長
寿
社
会
と
な
っ
て
健
康
管
理
の
叫
ば
れ
る
現
在
、
数
多
く
の

種
類
の
体
操
法
が
存
在
す
る
が
、
古
代
中
国
に
も
こ
れ
に
匹
敵
す

る
位
多
く
の
種
類
の
、
仙
人
達
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
体
操
法
が

存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
道
教
書
に
詳
述
さ
れ
た
体
操

法
が
数
多
く
あ
る
。
古
代
に
も
か
な
り
こ
う
い
っ
た
養
生
法
が
普

及
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

色
々
の
種
類
の
も
の
が
混
っ
て
い
て
、
順
序
も
な
く
、
目
的
に
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中
国
古
来
の
「
医
学
保
健
体
操
的
導
引
」

に
み
る
系
統
的
解
釈
に
つ
い
て

坂
本
秀
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、
○
市
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太
郎
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応
じ
て
適
宜
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
総
体
の
中
か
ら
、
修
行
者
の
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
修

業
結
果
に
応
じ
て
幾
つ
か
の
要
素
を
適
宜
選
択
し
た
。
恰
も
高
名

な
神
仙
家
達
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
丹
薬
を
処
方
す
る
か
の
よ
う
に

調
合
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
現
代
の
医
者
が
薬
剤
を
処
方
調
合
し
て

投
薬
す
る
よ
う
に
。
こ
の
よ
う
に
導
引
は
道
教
徒
の
生
活
と
は
密

接
不
離
で
あ
り
、
導
引
体
操
と
道
教
的
実
践
活
動
と
は
一
体
で
あ

っ
た
。こ

の
導
引
図
に
描
か
れ
て
い
る
動
作
図
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
を

適
宜
組
合
わ
せ
て
、
現
代
医
学
的
生
理
心
理
学
的
認
識
の
下
に
中

国
古
来
の
〃
医
学
保
健
体
操
的
導
引
″
を
現
代
的
に
系
統
的
運
動

医
学
に
再
構
築
す
る
試
み
が
中
国
の
学
者
達
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
（
伯
西
周
。
故
宮
文
物
月
刊
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
導
引
の
運
動
医

学
の
系
統
は
「
九
寿
操
」
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
系
統
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
導
気

Ｈ
胸
部
の
「
深
呼
吸
」
図
６
図
嘔

口
腹
部
の
「
深
呼
吸
」
図
略
図
鴎

導
気
の
作
用
を
化
学
作
用
（
胸
呼
吸
）
と
物
理
作
用
（
腹
呼
吸
）

に
よ
っ
て
現
代
医
学
的
に
究
明
付
け
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
。

二
、
引
体

㈲
頭
部
の
運
動
図
ｎ

口
上
腕
部
の
運
動
図
２
図
７

日
胸
部
の
運
動
図
皿
図
妬

凹
腰
部
の
運
動
図
５

国
背
部
の
運
動
図
８
図
創

㈲
腹
部
の
運
動
図
別
図
妬

㈲
下
腿
部
の
運
動
図
９
図
調

導
気
二
項
、
引
体
七
項
の
各
運
動
に
割
り
振
ら
れ
た
操
作
図
に
、

そ
れ
ぞ
れ
運
動
操
作
法
が
具
体
的
に
現
代
医
学
的
に
つ
け
ら
れ
、

さ
ら
に
治
療
効
果
が
西
洋
医
学
的
手
法
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
気
」

を
酸
素
に
お
き
か
え
て
、
現
代
医
学
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

各
操
作
法
の
冒
頭
に
は
運
動
理
論
家
「
荘
子
」
、
実
践
家
「
葛
洪
」

の
説
が
引
用
さ
れ
て
、
根
底
に
は
道
教
的
理
論
の
存
在
を
強
調
し

道
教
的
色
彩
を
強
く
し
、
恰
も
道
家
の
実
践
を
想
わ
せ
る
。

し
か
し
、
登
仙
し
た
道
士
に
と
っ
て
不
死
身
と
な
る
た
め
の
、

合
目
的
な
呼
吸
術
を
行
う
場
合
の
「
気
の
巡
路
」
の
説
明
に
は
全

く
な
っ
て
い
な
い
。
簡
単
に
化
学
作
用
（
胸
呼
吸
）
と
物
理
作
用
（
腹
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呼
吸
）
に
分
類
す
る
位
で
は
割
り
き
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
、
動
作
法
に
つ
い
て

帛
画
に
描
か
れ
て
い
る
動
作
図
に
は
病
名
を
テ
ー
マ
に
す
る
も

の
（
一
類
）
、
動
物
の
形
を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
（
二
類
）
、
器
具
を

用
い
る
も
の
（
三
類
）
、
そ
の
た
に
属
す
る
も
の
（
四
類
）
と
あ
り
、

一
部
病
名
動
物
名
な
ど
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
動
物
の
操

作
法
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
分
類
後
各
動
作
に
現
代
医

学
的
に
操
作
法
と
治
療
効
果
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
前
述
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
種
の
動
作
図
は
普

遍
的
な
強
身
保
健
の
目
的
を
も
ち
、
特
定
の
一
つ
の
限
ら
れ
た
疾

病
を
治
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
道
教
的
実
践
活
動
の
趣
旨
か

ら
考
え
て
も
西
洋
医
学
的
生
理
学
の
系
統
の
枠
の
中
に
、
無
理
に

は
め
こ
む
こ
と
の
方
が
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
南
小
岩
接
骨
院
）

古
代
日
本
の
医
療
水
準
が
、
帰
化
人
に
よ
る
シ
ナ
本
土
か
ら
の

す
ぐ
れ
た
医
療
技
術
の
導
入
の
結
果
、
飛
躍
的
な
向
上
を
示
し
た

こ
と
は
す
で
に
熟
知
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
近

江
令
（
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
学
者
も
あ
る
が
）
か
ら
養
老
律
令
に
至

る
律
令
体
制
の
確
立
と
と
も
に
、
内
薬
司
お
よ
び
典
薬
寮
な
ど
の

形
で
具
体
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

典
薬
寮
の
傘
下
に
医
師
、
薬
園
師
、
按
摩
師
の
存
在
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
並
ぶ
も
の
と
し
て
呪
禁
師
な
い
し

呪
禁
博
士
の
設
置
が
注
目
さ
れ
る
。

呪
術
医
療
の
こ
の
よ
う
な
形
で
の
官
制
化
が
唐
の
律
令
の
直
摸

で
あ
る
こ
と
は
『
大
唐
六
典
」
そ
の
他
の
文
献
に
よ
っ
て
明
ら
か

で
あ
る
が
、
我
が
国
に
齢
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
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じ
ゆ
ど
ん
し

呪
禁
師
の
実
態

Ｉ
律
令
制
下
の
呪
術
医
療
者
Ｉ”

旧

垣
直

下
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